
大気圧プラズマジェット形成領域の可視化に向けた流体解析

1. 目的
大気圧プラズマを用いた加工技術開発にあたり、ガス流出口付近
でプラズマの形成に影響が大きい混合ガスのパラメータを推定し
たい。

2.  課題
流速、流量、圧力、濃度を可視化する。

・ガス混合パイプから流出するガスの流速、流量、圧力、濃度分布を可視化することができた。

・電磁界解析との連成解析により実際のプラズマの発生条件やプラズマ形状の推定が可能であ
ると考えられる。
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まとめ

ガス混合パイプ

大気空間

解析モデル

混合ガスを大気空間に放出した際のGas Aの
分布を解析した。

Gas A
2.5sccm

Gas B
250sccm

○ガス流速分布（中央断面）

Gas A濃度分布＋0.5%等値面

Gas A 0.5％濃度
等値面

モデル内の位置とGas A分布
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